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清
水
真
志
経
済
学
部
教
授

の
論
文
「
『
商
品
経
済
の
物

神
崇
拝
的
性
格
』
を
め
ぐ
っ

て
（
１
）
～
（
３
）
」
が
、

２
０
１
１
年
度
の
「
第
２
回

経
済
理
論
学
会
奨
励
賞
」
を

受
賞
し
た
。

９
月
１７
日
、
東
京
・
豊
島

区
の
立
教
大
学
で
開
催
の
経

済
理
論
学
会
第
５９
回
大
会
の

席
上
、
授
与
さ
れ
た
。

清
水
教
授
の
専
門
は
「
経

済
原
論
」。

臨
床
心
理
学
領
域
に
お
い

て
、
優
れ
た
業
績
を
お
さ
め
た

個
人
ま
た
は
団
体

に
贈
ら
れ
る
「
日

本
心
理
臨
床
学

会
」
（
会
員
２
万

５
０
０
０
人
）
の

学
会
賞
を
、
昨
年

度
に
受
賞
し
た
乾

吉
佑
・
人
間
科
学

部
教
授
が
本
年
９

月
２
日
、
福
岡
市

・
福
岡
国
際
会
議
場
で
開
催
さ

れ
た
同
学
会
第
３０
回
大
会
で
記

念
講
演
を
行
っ
た
。

テ
ー
マ
は
「
Ｆ
さ
ん
（
自
閉

症
）
と
の
４０
年
間
の
精
神
分
析

的
心
理
療
法
か
ら
学
ん
だ
こ

と
」
。
乾
教
授
は
会
員
と
一
般

か
ら
の
参
加
１
０
０
０
人
を
前

に

し

て

講

演
。
セ
ラ
ピ

ス
ト
と
し
て

治
療
に
あ
た
り
「
一
緒
に
歩
み

続
け
て
い
る
」
Ｆ
さ
ん
（
４９
歳
）

と
の
軌
跡
を
振
り
返
っ
た
。

出
会
っ
た
当
時
５
歳
の
Ｆ
さ

ん
は
、
東
京
の
大
学
病
院
の
精

神
神
経
科
に
通
っ
て
い
た
。
重

度
の
知
的
障
害
を
伴
う
カ
ナ
ー

タ
イ
プ
自
閉
症
で
無
表
情
、
常

に
一
人
遊
び
を
し
て
お
り
、
奇

声
、奇
行
、独
語
の
癖
が
あ
り
、

３
時
間
も
つ
ば
を
吐
き
続
け
、

白
墨
、
砂
、
石
灰
を
食
べ
る
な

ど
を
繰
り
返
し
、
対
人
関
係
障

害
、
知
覚
・
認
知
障
害
、
言
語

障
害
な
ど
多
様
な
自
閉
症
症
状

を
も
っ
て
い
た
。
精
神
科
医
も

離
れ
て
い
っ
た
。

乾
教
授
は
、
そ
ん
な
Ｆ
さ
ん

に
寄
り
添
い
、
４０
年
間
、
心
を

通
い
合
わ
せ
て
き
た
。
Ｆ
さ
ん

は
、
今
で
は
心
的
危
機
を
、
家

族
や
周
囲
の
支
援
を
受
け
な
が

ら
、
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
る

ま
で
に
な
っ
た
。

数
年
前
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
に
よ
る
影
響
で
、
２８
年
勤
務

し
た
会
社
か
ら
自
宅
待
機
勧

告
、
解
雇
と
い
う
現
実
に
直
面

し
た
時
も
、「
子
ど
も
の
こ
ろ
の

よ
う
な
自
傷
的
な
行
動
を
せ

ず
、
彼
自
身
の
や
り
方
で
い
ら

立
ち
や
悔
し
さ
を
表
明
し
な
が

ら
、
乗
り
越
え
た
」（
乾
教
授
）

と
い
う
。
現
在
は
授
産
施
設
で

働
い
て
い
る
。

４０
年
間
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

の
軌
跡
は
、
趣
味
で
描
く
絵
の

変
化
で
も
わ
か
る
。
単
純
な
線

画
の
み
だ
っ
た
の
が
、
見
事
な

精
密
画
の
自
転
車
や
ジ
ェ
ッ
ト

機
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
フ
ィ
ニ
ッ

シ
ャ
ー
な
ど
を
描
く
。
心
の
安

定
が
絵
に
表
れ
て
い
る
。

乾
教
授
は
「
外
観
に
惑
わ
さ

れ
ず
、
Ｆ
さ
ん
の
�
健
常
さ
�

を
見
い
だ
し
、
そ
こ
に
語
り
か

け
る
。
彼
に
と
っ
て
自
分
は
唯

一
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
で
あ
る
と

い
う
自
覚
を
持
つ
…
…
。
Ｆ
さ

ん
か
ら
臨
床
心
理
士
と
し
て
の

原
点
を
あ
ら
た
め
て
教
え
ら
れ

た
。
Ｆ
さ
ん
か
ら
学
び
、
き
た

え
ら
れ
た
４０
年
だ
っ
た
」
と
、

言
葉
を
か
み
し
め
る
よ
う
に
語

っ
た
。

今
井
雅
和
経
営
学
部
教
授

の
著
書
『
新
興
大
国
ロ
シ
ア

の
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
』（
中
央
経

済
社
、
２
０
１
１
年
３
月
）

が
、
「
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
研
究

学
会
」
の
本
年
度
学
会
賞（
単

行
本
の
部
）
を
受
賞
し
た
。

１０
月
２２
日
、
富
山
市
・
富

山
大
学
で
開
催
の
同
学
会
全

国
大
会
の
席
上
、
授
与
さ
れ

た
。今

井
教
授
の
専
門
は
「
国

際
ビ
ジ
ネ
ス
論
」
「
新
興
市

場
ビ
ジ
ネ
ス
論
」。

佐
々
木
重
人
商
学
部
教
授

の
著
書
『
近
代
イ
ギ
リ
ス
鉄

道
会
計
史
―
ロ
ン
ド
ン
・
ノ

ー
ス
ウ
ェ
ス
タ
ン
鉄
道
会
社

を
中
心
に
』
（
国
元
書
房
、

２
０
１
０
年
９
月
、
本
紙
４

８
２
号
既
報
）
が
、
２
０
１

１
年
度
「
日
本
会
計
史
学
会

賞
」
を
受
賞
し
た
。

１０
月
２９
日
、
京
都
市
・
京

都
産
業
大
学
で
開
催
の
第
３０

回
全
国
大
会
の
席
上
、
授
与

さ
れ
た
。

佐
々
木
教
授
の
専
門
は

「
会
計
史
（
財
務
会
計
）」。

石
巻
専
修
大
学
の
リ
チ
ャ

ー
ド
・
ハ
ル
バ
ー
シ
ュ
タ
ッ

ト
理
工
学
部
准
教
授
が
「
前

を
向
い
て
、
歩
こ
う
。」（
サ

ン
マ
ー
ク
出
版
・
１
３
０
０

円
＋
税
）
を
出
版
し
た
。
リ

チ
ャ
ー
ド
准
教
授
は
東
日
本

大
震
災
で
被
災
し
、
苦
し
い

被
災
者
生
活
、
余
震
と
原
発

の
不
安
が
続
く
中
、
一
度
は

帰
国
を
考
え
た
も
の
の
途
中

で
引
き
返
し
、�
第
二
の
故

郷
�
に
と
ど
ま
っ
た
石
巻
の

イ
ギ
リ
ス
人
だ
∥
本
紙
４
９

２
号
既
報
。

そ
の
「
決
断
」
は
、
津
波
で

大
打
撃
を
受
け
た
石
巻
の
人

々
だ
け
で
な
く
日
本
人
に
、

感
動
を
与
え
て
く
れ
た
。

石
巻
専
大
の
教
壇
に
立
っ

て
１８
年
。
サ
ン
マ
の「
ぬ
た
」

が
好
物
で
日
本
人
以
上
に
地

域
に
溶
け
込
ん
だ
リ
チ
ャ
ー

ド
准
教
授
が
、
ひ
と
り
の
被

災
者
と
し
て
見
て
聞
い

て
感
じ
た
「
３
月
１１

日
」
の
衝
撃
と
、
そ
れ

か
ら
の
長
い
時
間
。
あ

り
の
ま
ま
に
伝
え
、
力

強
い
復
興
へ
の
誓
い
が

込
め
ら
れ
て
い
る
。

本
書
は
、
２１
世
紀
に
お
け
る

日
本
情
報
産
業
の
現
状
と
展
望

を
明
確
に
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
ジ
ャ

パ
ン
・
ア
ズ
・
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン

と
さ
れ
た
１
９
８
０
年
代
や
バ

ブ
ル
経
済
崩
壊
後
の
１
９
９
０

年
代
の
産
業
動
向
の
把
握
、
ま

た
、
韓
国
、
中
国
の
情
報
産
業

と
の
比
較
や
提
携
に
つ
い
て
の

検
討
を
通
し
て
、
日
本
情
報
産

業
の
２１
世
紀
的
な
特
徴
を
確
認

し
て
い
る
。

厳
し
い
競
争
環
境
下
で
、
当

該
企
業
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

等
の
開
発
、
事
業
の
絞
り
込

み
、
国
際
化
な
ど
を
一
層
促
進

し
て
い
る
。
こ
う
し
た
動
向
の

分
析
を
踏
ま
え
、
技
術
者
の
創

造
性
を
生
か
し
た
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
の
推
進
、
持
続
可
能
な
成

長
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
構
築
、
新
し

い
安
定
し
た
国
際
的
な
枠
組
み

形
成
の
重
要
性
を
指
摘
し
て
い

る
。
（
唯
学
書
房
・
本
体
価
格

３
２
０
０
円
＋
税
）

著
者
（
お
お
に
し
・
か
つ
あ

き
）∥
商
学
部
教
授
。主
な
担
当

は
「
起
業
と
経
営
・
現
代
企
業
」。

買
い
物
の
現
場
は
不
思
議
な

こ
と
ば
か
り
で
あ
る
。
一
日
１

０
０
０
円
で
や
り
繰
り
し
て
い

る
学
生
が
な
ぜ
突
然
に
高
額
な

焼
き
肉
定
食
に
群
が
る
の
か
、

な
ぜ
女
性
客
が
吉
野
家
で
は
少

な
く
、
大
戸
屋
に
入
る
の
か
。

ミ
ス
ド
の
１
０
０
円
セ
ー
ル
に

な
ぜ
大
行
列
が
起
こ
る
の
か
？

本
書
は
、
こ
う
し
た
消
費
現

場
の
不
思
議
を
、
新
し
い
経
済

学
で
解
き
明
か
そ
う
と
し
た
も

の
で
あ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
お
値
ご
ろ

感
」
で
あ
る
。
若
者
た
ち
は
、

目
に
見
え
る
価
値
に
加
え
て
、

目
に
見
え
な
い
価
値
を
意
識
し

て
、
価
格
を
支
払
っ
て
い
る
。

ス
タ
バ
の
よ
う
に
高
額
で
も
高

い
満
足
感
が
あ
れ
ば
、
支
払
う

の
が
賢
い
消
費
者
で
あ
る
。
本

書
を
通
じ
て
、
買
い
手
と
売
り

手
の
織
り
な
す
ゲ
ー
ム
の
よ
う

な
駆
け
引
き
の
面
白
さ
を
楽
し

ん
で
も
ら
い
た
い
。

本
書
は
０９
年
度
「
専
修
大
学

研
究
助
成
」
の
研
究
成
果
と
し

て
刊
行
さ
れ
た
。
（
筑
摩
書
房

〔
ち
く
ま
新
書
〕
・
本
体
価
格

７
８
０
円
＋
税
）

著
者
（
と
く
だ
・
け
ん
じ
）

∥
経
済
学
部
教
授
。
主
な
担
当

は
「
地
域
経
済
論
」
「
流
通
経

済
論
」
ほ
か
。

「「
カカ
ウウ
ンン
セセ
ララ
ーー
のの
原原
点点
をを
教教
わわ
っっ
たた
」」

お
買
い
物
の

経
済
心
理
学

自
閉
症
Ｆ
さ
ん
と
の
４０
年

―
何
が
買
い
手
を
動
か
す
の
か

乾

吉
佑
・
人
間
科
学
部
教
授
が
講
演

徳
田
賢
二
著

▲ 乾吉佑教授

▲ Ｆさんが描いたアスファルトフィ

ニッシャー。１１歳のころ（上の作

品）は線画のみだったが、下の作

▼ 品（４０歳のころ）は精密画に

「日本心理臨床学会」

学 会 賞 受 賞 記 念

日
本
情
報
産
業
分
析

―
日
・
韓
・
中
の
新
し
い

可
能
性
の
追
究
―

「
経
済
理
論
学
会
奨
励
賞
」

大
西
勝
明
著

『前を向いて、歩こう。』出版

清
水
真
志
経
済
学
部
教
授

「３．１１」日本に残る

石巻専大のリチャード准教授

「
日
本
会
計
史
学
会
賞
」

佐
々
木
重
人
商
学
部
教
授

「
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
学
会
賞
」

今
井
雅
和
経
営
学
部
教
授

リチャード准教授

教員の「知の発信」

３３教教員員がが各各賞賞受受賞賞
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